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1.7 業務対象範囲 

業務対象範囲は、ダムサイトおよび貯水池斜面を含む、愛知県北設楽郡設楽町（図 1.1 参照）であ

る。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.1. 業務対象位置案内図（国土地理院発行 1/20 万地勢図「豊橋」使用 

2. 実施方針 

本業務の各項目における基本方針は、以下のとおりである。 

2.1.業務フロー 

以下に示す業務フローで業務を遂行した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1. 業務実施フロー 

業務箇所 

設楽ダム周辺の過年度地質調
査・解析等成果の情報整理

2.基本的事項の整理

打合せ①

（業務着手時）

照査①

業務着手

・業務の主旨、制約条件等の把握
・業務計画書の作成

1.計画準備

3.ダムサイト地質解析

１）地質情報の更新
２）地形情報の更新
３）横坑展開図等の作成
４）岩盤性状データの更新
５）新規ボーリングコアの
透水性試験資料の見直し

７）低角度弱層の

連続性検討・ゆる

み検討

８）ダムサイト

地質解析

９）立体的岩盤
透水性検討

６）ボーリングコアカルテ

（コア写真付き柱状図の作成）

5.関係機関協議
資料作成

6.報告書作成

業務審査①

照査②

照査③

成果品納入

関係機関協議

（6回想定）

打合せ②
（ダムサイト地質解析時）

打合せ③

（報告書原案作成時）

業務審査②

４.地すべりSL-3,SL-4ブロックの検討

１）既往コア観察

３）地すべり精査平面図、断面図の作成
４）地すべりの連続性を踏まえた機構解析
５）安定解析、対策工の必要性評価
６）対策工の検討
７）対策工の概略設計
８）地下水観測・資料整理





4. 業務内容 

4.1 計画準備 

業務の実施にあたり、業務の目的、主旨、既往調査結果、現地状況を十分把握した上で、業務計

画書を作成・、提出した。また、別途施工中の新規横坑工事の進捗状況、地元情勢や現地立ち入り

に関する制約条件、工程に関する発注者の要望等を確認し、それらの内容を反映した業務計画・工

程計画を作成・提出した。 

4.2 基本的事項の整理 

設楽ダム周辺における地質の特性を把握し、ダムサイトにおける過年度に実施した地質調査およ

び地質解析等の情報を整理した。

4.3 ダムサイト地質解析 

解析については、別途発注されている「平成 28 年度 設楽ダムサイト試掘横坑工事」の掘削後作

業となるため、調査職員・横坑施工業者と密に連絡をとりあい、横坑施工後速やかに横坑壁の調査に

入れるように調整し、下記内容の解析を実施した。

（１）地質情報の更新：設楽ダムダムサイトの地質情報について、別表－１に示す横坑調査成果を

加え、既存資料を統合し別表－２に示す地質図を修正する。 

（２）地形情報の更新：地質解析に用いる地形図は、堤体実施設計や実施施工計画で活用可能な地形図

とし、地質平面図や地質断面図等を更新する。 

（３）横坑展開図等の作成：横坑調査成果については、別途発注する「平成 28 年度 設楽ダムサイト試

掘横坑工事」の掘削後、坑壁観察を実施し展開図及び坑壁連続写真を作成する。 

（４）岩盤性状データの更新：新規横坑の岩盤観察結果を踏まえて、「平成 21 年度 設楽ダム地質総合

解析業務」の累積開口量データを更新する。 

（５）新規ボーリングコアの透水性試験資料の見直し：平成29年度に実施した新規ボーリング（M84 ,M85）

の透水性試験結果の妥当性を確認するとともに、立体的透水性区分検討のデータ採取を行う。 

（６）ボーリングコアカルテ（コア写真付き柱状図）の作成：平成 22 年度以降に実施した調査ボーリン 

グについて、関係機関協議や基本設計会議に用いるボーリングコアカルテ（コア写真付き柱状図）を 

新規に作成する。ボーリングコアカルテの様式は、平成 21 年度業務の様式に準拠し、A3 縦長で、1/100 

柱状図の主要地質情報、コア写真、PQ 曲線等を１枚にとりまとめる。 

平成 29 年度に実施した新規ボーリング（M84、M85）についても作成する。なお、新規ボーリングの 

柱状図データ（地質区分・岩級区分など）は、別途ボーリングを実施した業務で作成されたデータを 

使用する。 

（７）低角度弱層の連続性検討・ゆるみ検討：平成 29 年度実施の新規ボーリングのデータを反映し、既 

存資料と統合して左岸低位標高部の低角度弱層の連続性検討およびゆるみ範囲の検討を行う。 

（８）総合解析：上記１）～７）の成果を基に設楽ダムダムサイトの地質について総合的に解析を行う。 

（９）立体的岩盤透水性区分検討：

１）透水性要素の観察：ボーリングコアを詳細に観察し、透水性を規制

する割れ目要素を抽出する。 

抽出にあたっては、割れ目の風化程度、割れ目の開口程度や挟在物の有無、層理面貫入面との関

係等に着目して行う。 

２）割れ目要素と透水性の関連性：上記①で抽出した割れ目要素とルジオン値との関連を

深度－ルジオン値分布図等に整理し、透水性と相関性の高い割れ目要素を検討する。 

３）岩盤透水性区区分基準の検討：上記②の検討結果を元に岩盤透水性区分基準を策定す

る。 

４）④岩盤透水性区分図の作成：透水割れ目の分布図を作成し、透水割れ目の性状と水みちの連続性

を立体的に検討して岩盤透水性区分図を作成する。 

表 4.1.検討対象横坑一覧 

表 4.2.作成図面一覧 

図面の種類 場所 図面名 摘 要

地質・岩級 ダムサイト

ダム軸方向 断面図 修正 １式

上下流方向 断面図 修正 １式

水平方向 断面図 修正 １式

ルジオンマップ ダムサイト
ダム軸方向 断面図 修正 １式

上下流方向 断面図 修正 １式

コンターマップ ダムサイト コンターマップ 修正 １式

4.4 地すべり SL-3、SL-4 ブロックの検討 

１）既往コア観察

SL-3,4 ブロックの既往コア観察を実施し、地質、破砕度の性状区分を検討し、その区分結果

をとりまとめた。 

２）新規コア観察

SL-4 ブロックの新規コア観察を実施し、地質、破砕度の性状区分を検討し、その区分結果を

とりまとめた。 

３）地すべり精査平面図、断面図の作成

別途業務で実施している現地踏査結果と上記コア観察結果に基づき、ボーリングコア性状を

踏まえて、地形的要素と整合する地すべりの可能性があるブロック、すべり面を設定し、地す

べり精査平面図、断面図を作成した。 

横坑名 場 所 施工年度
坑口標高

（EL.ｍ） 
掘進長

（m） 備  考

TL-7 
ダムサイト

H28 340.0 85 ・坑壁観察、展開図作成および坑壁連

続写真作成は、別途業務で実施済み。

TL-8 H29 340.0 100 ・連絡坑 44m＋TL-8 坑 56m



 

 

４）地すべりの連続性を踏まえた機構解析 

  SL-3,4 ブロックの連続性を検討するとともに、地すべり各ブロックの規模、移動方向、発生

の素因・誘因等の機構解析を実施した。 

５）安定解析、対策工の必要性評価 

  SL-3,4 ブロックの解析測線において、湛水時の影響を評価するため、安定解析を実施し、そ

れに基づき対策工の必要性の評価を実施した。 

６）対策工法の検討 

  ５）において対策工が必要と評価されたブロックについて、適用できる対策工法を検討した。 

７）対策工の概略設計 

  ７）において検討された対策工法に対して、斜面の安定性、工期、経済性等の面から形式比

較検討を実施し、最適な対策工法の選定を実施した。 

８）地下水観測・資料整理 

    SL-4 ブロックで解析に必要な地下水位データを取得する目的から地下水位観測・資料整理を

実施した。対象孔は SL-4F3,4H1,4H3,4H4,4I3,4K1,4K2,4L1,4G1 孔の９孔とし、平成 29 年 9 月

～11 月の期間で触針式水位計により計測を行った。 

 

4.5 関係機関協議 

地質解析等の検討結果をとりまとめ、関係機関協議を行うための資料を作成した。関係機関協議

は、現地調査を伴うものを含めて計６回実施し、関係機関協議には同席した。 

また、関係機関協議を実施する際には、事前に打合せを行った。 

 

4.6 報告書作成 

本業務の検討内容についてとりまとめを行い、報告書および公開用成果品を作成した。 
 



 

 

 

本業務の対象外ブロック 図 4.3.対象ブロック位置図 

(平成 21 年度 設楽ダム地質調査業務による地すべり等地形予察図） 
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